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研究成果の概要：日本独自の家族理論・モデルとして，新しく「家族同心球環境モデル」を提

唱した．さらに，この理論に立脚して，家族インタビューを中心として家族をアセスメントす

るための「家族環境アセスメントモデル」，家族機能レベルを評価するための自記式質問紙であ

る「家族環境アセスメント尺度」などを開発した．これらから家族像と家族の症候を明確にす

ることにより，日本人家族の家族機能を維持・向上する家族看護実践に応用できることを可能

にした． 
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 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 3,000,000 900,000 3,900,000 

2007 年度 3,000,000 900,000 3,900,000 

2008 年度 1,600,000 480,000 2,080,000 

総 計 7,600,000 2,280,000 9,880,000 

 

 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：看護学・臨床看護学 
キーワード：家族看護，家族機能，家族機能アセスメントモデル，エコロジカル家族機能尺度， 
 家族看護インタビュー，島嶼，中国（香港） 
 
 
1．研究開始当初の背景 
 近年，わが国における家族の変動，それに
ともなう家族問題（夫婦の不和や離婚の増加，
子育てを代表とする家族機能の衰え，親子間
もしくは夫婦間の暴力，摂食障害や心身症な
ど）が相次ぎ発生しており，家族の研究に対
する社会的要請が高まっている．看護学領域
においても家族看護学の確立にともない，患
者（療養者，利用者など）個人ではなく，そ
の家族全体を看護の対象としてとらえる傾
向が強まっている．家族看護(学)は，家族と
いう小集団に対して家族機能を高める援助

を行うことを目的としており，最近の家族看
護学の発展にともない，わが国でも家族機能
をアセスメントする方法論がいくつか構築
されてきているが，家族全体を測定すること
が個人を測定するよりも複雑であるので，家
族機能をアセスメントするモデルの開発と
その応用法の確立はまだ十分とはいえない
現状にある． 
 研究代表者らは，これまでに家族エコロジ
カルモデルにもとづいた家族機能尺度 FFFS
（Feetham Family Functioning Survey）日
本語版Ⅰを開発し，長年にわたり，国内外で

研究種目：基盤研究（B） 

研究期間：2006~2008 

課題番号：18390585 

研究課題名（和文） 日本家族の家族機能アセスメントモデルの開発と家族看護への 

          臨床応用の確立 

研究課題名（英文） The Development of an Assessment Model for Family Functioning  

          of the Japanese Family and Establishing Its Clinical Applications 

          in Family Health Care Nursing  

研究代表者 

法橋 尚宏（HOHASHI NAOHIRO） 

神戸大学・大学院保健学研究科・教授 

研究者番号：60251229 



 

 

さまざまな家族看護学研究を実施してきた．
とくに，これまでの成果を基盤として，新し
いエコロジカル家族機能尺度SEFF（Survey of 
Ecological Family Functioning）を開発し
た． 
 
2．研究の目的 
 本研究では，これまでに取り組んできた家
族機能研究を発展させ，新しい家族理論・モ
デルを再構築し，それにもとづいた家族機能
アセスメントモデルを新しく開発し，家族看
護実践への臨床応用を確立することを目的
とする．集団主義を背景として家族の絆が強
いなどの特徴がある日本社会・文化を考慮し
た家族理論を開発し，日本家族の家族機能を
アセスメントして家族看護実践につなげる
ために，日本・中国（香港）・アメリカ合衆
国（ロサンゼルス）に居住する家族を対象と
したクロスカルチャー研究を枠組みとして
実施する． 
 本研究の具体的な目標は，下記の諸点を検
討することである． 
（1）「家族同心球環境モデル」の開発 
 日本独自の新しい家族理論・モデルとして，
すでに試作してある「家族同心球環境モデ
ル」を再構築し，家族の健康に関連する家族
環境をホリスティックに理解するためのモ
デルを提唱する． 
（2）「家族環境アセスメントモデル」の開発 
 「家族同心球環境モデル」を理論的背景と
した家族インタビューを実施形式とし，面
接・ビデオ分析を中心とした家族機能のアセ
スメント方法として「家族環境アセスメント
モデル（The Family Environment Assessment 
Model：FEAM）」を新しく開発する． 
（3）「家族環境アセスメント尺度」の開発 
 「家族同心球環境モデル」にもとづいて家
族機能レベルを評価する自記式質問紙であ
る「家族環境アセスメント尺度（The Survey 
of Family Environment：SFE）」を開発する． 
（4）「家族環境アセスメントモデル」の臨床
応用 
 日本の家族の家族機能を的確にアセスメ
ントする方法を確立し，家族機能不全に陥っ
ている家族の早期発見・支援に役立つ方法を
明らかにする． 
 
3．研究の方法 
 対象家族は，国内外（長崎県，兵庫県，香
港，ロサンゼルス）の主に養育期・教育期・
排出期にある家族とした．質問紙調査への回
答はすべて無記名式とした．半構成面接調査，
家族インタビューの録音・ビデオ録画にあた
って，対象者・家族への倫理的配慮が不可欠
であり，倫理的配慮の手続きを厳守して研究
を実施した． 
（1）「家族同心球環境モデル」の開発 

 対象家族への半構成面接調査，エスノグラ
フィー（家族の生活の場所での参加観察な
ど），家族機能の質問紙調査，過去の研究成
果と文献検討，専門家からの知識提供，看護
実践の統合などにより，質的・帰納的にすで
に試作済みの「家族同心球環境モデル」を再
構築する．エスノグラフィーは，日本ではの
べ 104 日，香港ではのべ 52 日，ロサンゼル
スではのべ 108 日におよんだ． 
（2）「家族環境アセスメントモデル」の開発 
 「家族同心球環境モデル」を再構築する過
程で，同時に家族同心球環境モデルにもとづ
いた家族機能のアセスメント方法として「エ
コロジカル家族機能アセスメントモデル」を
試作し，その真実性を確認した． 
（3）「家族環境アセスメント尺度」の開発 
 「家族同心球環境モデル」にもとづいて「家
族環境アセスメント尺度」を試作し（日本語
版，その翻訳版である英語版と中文版），そ
の信頼性と妥当性を確認した．翻訳版の作成
は，順翻訳，逆翻訳，表面妥当性の確認，プ
レテストの過程を経て行う．さらに，Web 版
SFE を Java 言語で開発し，遠隔地からインタ
ーネット経由で回答・自動集計できる仕組み
を構築した． 
（4）「家族環境アセスメントモデル」の臨床
応用 
 国内の専門雑誌『家族看護』（日本看護協
会出版会）などを検討し，「家族同心球環境
モデル」に準拠した家族の症候（本研究で考
案した新しい概念で，家族支援の対象となる
家族の問題）を抽出する．そして，FEAM によ
る質的アセスメントならびに SFE による量的
アセスメントのトライアンギュレーション
を行い，日本の家族の家族機能を的確にアセ
スメントする方法を確立する． 
 
4．研究成果 
（1）「家族同心球環境モデル」の開発 
 新しく提唱する「家族同心球環境モデル」
では，3 つの評価軸（構造的距離，機能的距
離，時間的距離）により 3次元的な論理空間
を形成し，5 つのシステム（スープラシステ
ム，マクロシステム，ミクロシステム，家族
システム，クロノシステム）が位置づけられ
る．構造的距離と機能的距離はシステム間の
物理的・心理的な関係性，クロノシステムを
規定する時間的距離はシステムの経時的な
変化を表す．家族システムの内部環境では，
家族員が相互作用を行い，その生活を維持し
ている．また，家族システムと外部環境（ス
ープラシステム，マクロシステム，ミクロシ
ステム）は同心球状の入れ子構造になってお
り，システムが交互作用を行い，その恒常性
を維持している．家族の健康とは，「動的な
相互作用／交互作用により家族環境に適応
する家族の機能状態」であると解釈する． 



 

 

（2）「家族環境アセスメントモデル」の開発 
 「家族環境アセスメントモデル」は，家族
の健康状態をアセスメントするためのツー
ルとして，「家族環境アセスメント指標（The 
Family Environment Assessment Index ：
FEAI）」「家族内部環境地図（The Family 
Internal Environment Map：FIEM）」で構成
した（それぞれ日本語版と英語版を作成）． 
 「家族環境アセスメント指標」は，家族シ
ステムの健康状態をアセスメントするため
の 37 項目で構成され，それぞれの細目には
アセスメントに有用な質問例が準備されて
いる．37項目は，スープラシステム（4項目），
マクロシステム（8項目），ミクロシステム（5
項目），家族システム（16 項目），クロノシス
テム（4 項目）で構成した．家族員への 2 時
間のインタビューを実施形式とし，録音した
インタビューの逐語録から家族機能をアセ
スメントすることができる． 
 「家族内部環境地図」は，家族員の関係性
を可視的に把握できる様式である．これらか
ら家族の問題現象の所在と内容を明確にし
て，援助の焦点を定めることができるように
した． 
（3）「家族環境アセスメント尺度」の開発 
 質問紙への有効回答は，日本では 1,996 名
（夫 887 名，妻 1,109 名），香港では 357 名
（夫 172 名，妻 185 名），ロサンゼルスでは
158 名（夫 72 名，妻 86 名）であった．日本
語版，英語版，中文版のいずれも，信頼性（内
的整合性，安定性）と妥当性（基準関連妥当
性，構成概念妥当性）が確認でき，家族環境
アセスメント尺度が開発できた．「家族環境
アセスメント尺度」は 30項目から構成され，
各質問項目に対して「どのくらい満足してい
ますか（満足度：SS）」および「どのくらい
重要ですか（重要度：IS）」を 5 段階のリッ
カートスケールで評価する．家族支援のニー
ズをアセスメントするために，SS と IS から
家族の「ニーズ得点（NS）」を算出できるの
が特徴である． 
（4）「家族環境アセスメントモデル」の臨床
応用 
 国内外の文献検討から，「家族同心球環境
モデル」に準拠した 17 の家族の症候を抽出
し，体系化した．19 家族を対象として，「家
族環境アセスメントモデル」を用いて家族機
能をアセスメントした．同時に，家族の参加
観察，SFE の満足度得点（SS）とニーズ得点
（NS）による量的な評価から，家族アセスメ
ントの結果の真実性を確認することができ，
これらが使用可能であることが確認できた．
家族機能不全に陥っている家族の早期発見，
家族援助構造を見いだすことができること
が示唆されたので，次段階としては仮称「家
族環境支援モデル（The Family Environment 
Intervention Model：FEIM）」の構築に取り

組みたい． 
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